
現役子育て世代の目線で！

お年寄りが

安心して過ごせる

環境づくりを！

地元商店街の

ますますの

景気向上を！

お問合せ先

江東区議会「江東清風会」区政レポート

【携帯電話】 ０９０－１１１０－５３９２
【事務所】 江東区豊洲４－９－１３－２０７
【発行責任者】 西垣 誠

★ 皆 様 の お 声 を お 寄 せ く だ さ い ！

にしがき誠が目指す
３つの政策！

にしがき誠

検索

是非フ ォ ローをお願いします！

【公式ホームページ】 https://nishigakim.jp/

X (@nishigakimakoto)

Instagram (nishigaki.makoto)

Facebook （西垣誠）

愛犬のナツ
（女の子）

【主な活動の経歴】◇豊洲北小学校初代PTA会長（6年間）◇区立小学校PTA連合会会長（H24年度）◇深川第五中学校PTA副会長
◇青少年対策豊洲地区委員会育成部部長◇防災士◇保護司◇江東区ラジオ体操連盟理事/牡丹町公園ラジオ体操会顧問/全国ラ
ジオ体操連盟公認１級指導士◇江東区エアロビック連盟顧問◇金剛禅総本山少林寺東京辰巳道院顧問◇豊洲睦会員 ◇NPO法人
都市型防災ネットワーク副理事長◇ローリングマンデープリスクール第三者委員◇江東区青少年問題協議会委員/生活安全対策協
議会委員/環境審議会委員 ★平成24年11月3日「江東区政功労者表彰（教育関係功労者）」受章 ★令和4年11月29日「関東地方保
護司連盟会長表彰」受章（保護司活動にて） 
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お年寄りを敬い、こども達が輝く地域へ！

江東区議会議員

【プロフィール】◆昭和４７年１月 大分県出身
◆平成６年３月 明治大学 商学部卒業
◆職歴：平成６年４月 国内金融機関就職～
  外資系金融機関勤務～江東区議会議員（３期目）
◆趣味：日本全国温泉めぐり、ジョギング

第５３回・第５４回 区政報告会
※参加費無料

（小さなお子様連れも大歓迎です！）

★豊洲シビックセンター 第２研修室（８Ｆ）
日時：７月２７日（日） １４：００～１５：３０

※１３：４５受付開始
★古石場文化センター 第１研修室（２Ｆ）
日時：７月２８日（月） １０：００～１１：３０

※９：４５受付開始

区政レポートや街頭演説ではお伝えしきれな
いことがたくさんございます。今回も有意義な
情報交換の場になることを確信いたしておりま
す。ご友人の皆様お誘いあわせのうえ、お気
軽にお越しください！
★２回共に同じ内容です。

過日、令和7年度に計上された江東区の予算の内容について審査を行う「令和7年
度予算審査特別委員会」が開催され、私からは2点について提言を実施いたしまし
た。今回は防災に重点を置き、江東区地域防災計画の実効性の担保や、被災時
に区民の皆様の混乱を少しでも低減させる方策をご提案いたしました。
長文になりますが裏面に質疑応答の概要をQ＆A（1問1答方式）でご報告申し上
げますので、是非最後までご覧ください！

戸籍にフリガナが記載されます！
2025年5月26日 戸籍改正法施行

✓ 届け出にあたって、法務省や市区町村が金銭を支払うよ
うに要求することはありません！

✓ フリガナが間違っている場合は必ず届け出が必要ですが、
この届け出に手数料はかかりません。

✓ 届け出しなくても罰則・罰金はありません。届け出をしなく
ても通知されたフリガナがそのまま戸籍に記載されます。

★フリガナには法務省により指針が示され
ており、差別的・卑猥で著しく不快感を引き
起こすものや、明らかに名前としてふさわ
しくないものは認めないとされています。

従前、出生届には氏名のフリガナが記載されていましたが、戸籍に
は記載事項とされておらず、戸籍上公証されていませんでした。

〇

認
め
る

読み方の一部を
当てる

桜良（サラ）、

心愛（ココア）

熟語として読み方
が一般的

飛鳥（アスカ）、

五月（サツキ）

読まなくても意味
が関係する

美空（ソラ）、

彩夢（ユメ）

✕

認
め
な
い

漢字の意味と関
係がない

太郎（ジョー
ジ）

別の単語を追加 健（ケンサマ）

別の意味を持つ
高（ヒクシ）、

太郎（ジロウ）

詐欺に
ご注意ください！

➢ 2025年5月以降
本籍地の自治体がフリガナの
通知を発送（江東区は7月頃よ
り発送予定）

➢ 1年以内に
通知を見てフリガナを修正した
い場合はマイナポータルや自治
体窓口で届け出

➢ 2026年5月以降
届け出が無ければ通知に記載
されているフリガナを自治体が
登録

届け出をせずにその後修正した
い場合は1回のみ家庭裁判所
の許可なく修正可能

今後の事務
手続きの流れ

不審に思うことがありましたら、迷
わずに最寄りの警察署へご連絡を！

【 指 針 で示 さ れ た具体例 】

お知らせ



討議資料

Q：区内に20か所整備されている防災船着場は、日頃
から観光・レジャーを含む舟運業者にご利用いただき、
有事発生時の活用に備えた使い勝手などご意見を聴
取しておくことが有用であると考える。
また、有事発生時の利用想定はどのように考えてい
るのか？

A：20か所のうち江東区で管理している12か所は、遊
漁船（釣船）や営利を目的とする船舶に対し、船舶の
登録を行ったうえで使用許可を出している。
なお、先日“高橋乗船場”で官民合同の防災訓練を
実施した際、船への物資の積込手段などについて課
題を見出すことができた。
また利用想定は、①傷病人の搬送②物資の搬送③
住民等の避難を考えている。

Q：地震など、いつ発生するか事前予測が困難な災害
にも備えるため、防災船着場には夜間照明が必須と
考えるが、整備状況は？
A：江東区地域防災計画に位置付けられている20か
所のうち、整備されているのは東京都管理の1か所の
みである。

Q：江東区地域防災計画では、陸路が途絶した場合に
は防災船着場を使用すると定められていることに加え
て、自衛隊への災害派遣要請時には、派遣部隊や救
援物資を防災船着場から受け入れることとなる。
河川や運河に囲まれた江東区には橋梁が多く、落
橋した際には船舶による救援物資などの運搬が必須
であり、あらためて防災船着場には夜間照明の整備
が必須と考える。

A：江東区地域防災計画では、防災船着場は少なくと
もその位置が水上から確認できる程度の照度を確保
することとし、災害時に商用電源が使用できない事態
も想定し、投光器などにより照明を確保することとして
いる。
また、現在東京都と防災船着場整備計画の改定に
向けた検討を進めており、江東区としても夜間照明の
整備は必須と考え、照明設備の仕様などについて検
討する。

Q：冒頭述べたが、有事発生時にもスムーズに活用で
きるように普段使いをしておくことが有用であり、防災
船着場に夜間照明を整備し、日没までの利用と規定
されている江東区の条例を改正するべきである。

A：条例改正については夜間照明を整備後、防災船着
場の管理運営なども含めて総合的に検討をする。

【感想】 防災船着場20か所のうち、夜間照明が整備
されているのが1か所のみという事実には驚きました。
今回のご提案で、区役所の皆様も整備の必要性に
ついて認識をお持ちいただけたので、可及的速やか
な整備を引き続き求めます。
また、日没以降も利用できるようになれば、観光船
など舟運業者の皆様による新たな観光資源の充実に
もつながることを期待します。

② 被災時ワンストップ窓口の
   新設を
答弁者：防災課長

令和7年度予算審査特別委員会 質疑応答

Q：大規模地震発生時などにおいても区役所機能を継続させること（早期に
再開させること）が必須であるが、有事発生時の職員の配備態勢について
まずはうかがう。

A：休日・夜間などの勤務時間外に震度5以上の地震が発生した場合には
災害対策本部を設置し、全職員が参集するよう規定されている。
また、区内に大規模火災・水害などの突発的事故が発生した場合などは、
広報広聴課および総務部に所属し、かつ、区内居住の職員は参集するよう
規定されている。

Q：区内居住の職員のみでは交通機関が麻痺した際に参集できず、また、
長期に渡って災害時業務に従事することが困難であると想定されるため、
耐震性に優れた職員用住宅を区内に確保しておく必要もあると考える。
加えて、区内居住の職員数をうかがう。

A：災害時対応を視野に入れた職員用住宅は必要であると認識しており、
古石場に職員寮を保有している。
また、限られた人員では絶対数が不足するため、他自治体との災害時協
定締結に加えて、区内の協定締結団体による協力を想定しており、令和7
年度に“災害時協定連絡協議会”を立ち上げて連携強化を図る。
なお、区内居住の職員は2,847人中974人（34％）である。

Q：過去に江東区から被災地へ派遣された応援職員は、現地でどのような
業務に従事されたのか？
また、当該職員の持ち帰った知見をどのように蓄積しているのか？

A：令和6年能登半島地震では、携帯トイレや毛布など救援物資の提供（防
災課職員2名随行）に加え、住宅被害認定業務（建築職1名）、避難所にお
ける健康管理支援業務（保健師など6名）、り災証明書受付業務（土木職な
ど5名）、公費解体申請受付業務（一般職1名）の応援業務に従事した。
持ち帰った知見としては、職員個人のスキルアップや組織間の連携強化、
被災者支援再建システムの更新、各種協定の具体化が大事だと感じたと
のことであり、防災課内で当該知見を蓄積している。

Q：本区の新たな窓口として、被災時にワンストップで必要な手続きについ
て助言をする“被災時相談コーナー”の新設が望ましいが、その前段として、
区民の皆様の意識（知識）の向上も目指した“被災時ハンドブック”を作成し、
被災時に必要と想定される手続きや、その窓口（連絡先）を掲載してはいか
がか。

A：総務省の高知県にあるセクションで、ご提案の内容に近い“災害時の生
活支援窓口案内（ガイドブック）”を作成しており、そのような好事例を踏ま
えて研究する。

Q：大規模災害発生時には国（総務省）が主体となって被災者の生活再建
の相談にワンストップで対応する“特別行政相談”が設置されることがある
が、先日中野区が総務省と協定を締結し、中野区地域防災計画にその開
設場所などの規定を盛り込み早期開設の体制整備を行うこととしたそうで
あるが、本区の認識は？

A：窓口の開設には区役所内の関係各課や関係団体などの支援と協力が
必要となるが、その運営スキームの具体化が課題と認識している。

【感想】 江東区地域防災計画は約500ページにも及び、災害予防・応急・
復旧計画から復興に至るまでのあらゆる計画が網羅されていますが、個々
の計画の実効性の担保には課題が山積で、計画倒れの感が否めません。

81の区内協定締結団体の皆様も含めて、本気になった可及的速やかな
検討を強く要望いたしました。

① 防災船着場へ夜間照明の整備を
答弁者：防災課長、施設保全課長、河川公園課長
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害
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